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小児がんゲノム医療研修
•日時：2019年11月4日（月・祝） 13-17時

•場所：御茶ノ水ソラシティ

•参加者：計84名
-医師：38名、看護師：12名、検査技師：18
遺伝カウンセラー：7名、SW：3名
薬剤師：4名、保健士：1名、その他：1名



研修のテーマ
•研修内容(座学)

-がんゲノム医療の基本知識（加藤元博）

-小児がんの早期相試験・治験（小川千登世）

-小児がんと遺伝（田村智英子）

-小児がんゲノム医療における病理検査（義岡孝子）

-ゲノム検査レポートの読み方（加藤元博）



研修開催についての希望
•研修の開始時間について(13-17時)

-おおむね「ちょうどよい(84.1%：37/44)」であったが、
「もう少し早く終わったほうがいい(13.6%)」も

-一方、「もう少し時間が長くてもいい(13.6%)」も

•研修の形態について
-座学のみがいい 74.5%（35/47）

-座学＋グループワークがいい 25.5% （12/47）

•このような研修を地域ブロックで実施できますか？
-いいえ 81.8% （9/11）

• その理由(複数回答可)

• 講師の確保がたいへん 5
• 事務作業がたいへん 4
• 予算が足りない 4


